
14 

 

季節を感じよう       

 
よく使う日本語 ～を知っていますか？【確認】 

ジェスチャーでやってください。【指示】～が楽しみです。～だからです。【理由】 
基本的な流れ         指導のポイント 

１ 夏の食べ物、植物、行事など、児童が知

っているものを話す。あまり知らなけれ

ば、先生が教科書・絵本・PCなどで紹介

する。（聞く・話す活動） 
 

〇まずは児童から自由に発言させる。母国のものでもよい。

難しければ先生が国語科や生活科の教科書、絵本などで

紹介してもよい。知らないものはＰＣで画像・動画検索

して見せるとよい。 

 

T:「夏の食べ物を知っていますか？」 
S：「アイス、すいか、とうもろこしなどです。」 

T:「夏の植物・動物を知っていますか？」 
S：「ひまわり、かぶと虫、くわがた虫などです。」 

T:「夏の行事を知っていますか？」 
S：「お祭り、花火、水泳などです。」 

 

２ 「夏」連想ゲームを行う。 

（聞く・話す活動） 
 

〇夏に関するもののヒントを先生が次々に出す。ジェスチ

ャーや音などもヒントになる。児童は、それが何かをで

きるだけ早く当てる。ヒントは実態に応じて出す。 

 

T:「虫です。黒です。はさみがあります。 

 最初の文字は『く』です。」 
S：「くわがた虫です。」 

T:「空にヒュ～ドーンと上がります。」 
S：「花火です。」 

 

〇季節の言葉を知り、使うことができるようにするための

活動である。夏休みの宿題などの絵日記につなげるよう

にしてもよい。 
T：「夏の楽しみなことは何ですか？」 
S：「花火です。初めて見るからです。」 
 

３ 「夏」に楽しみなことを絵と文で書く。

（書く活動） 

 

 

同様の授業を「春、秋、冬」でも行うことができる。季節の節目で行うと国語科、生活科と関連することができます。 

※高学年以上は、 

・これは何でしょう？とクイズ形式で紹介する。 

 

教科との関連 国語・生活 

ポイント 

３分間でいくつ当たるかなど競わせるとゲーム

性が出て楽しめますが、分からなければパスを

認めるなど無理なく進めましょう。 

児童がヒントを出せそうなら、先生と役割を交

代してやってみるとよいでしょう。 

 

 

※高学年以上は、   

・国語の学習と関連させて、俳句や短歌、詩などを

書く。 
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フラッシュカードのようにしておくとよい 


